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 超高強度レーザーをターゲットに照射すると、電子が相対論的な速度

まで加速されターゲット中を伝播する。この高エネルギーな電子は高磁

場を作り出す。また、ワイベル不安定性と呼ばれる磁場不安定性を誘起

し、高速電子は磁場不安定性により集束すると予測されている。実験で

はターゲット裏面を二次元ストリーク紫外線像計測によって 100 µm 程

度の大きさの発光構造があることが報告されている[1]。この計測では空

間分解能が 50 µm 程度である。ワイベル不安定性による電子の集束サイ

ズは、PIC シミュレーションによりターゲットの厚さに依存し、厚くな

るほど大きくなることが予測されている[2]。したがって前述の二次元ス

トリーク画像計測では分解能的に見ることができない小さな構造を別

の方法によって観測することを提案した。 
電子の伝播を計測する方法として、Kα線を用いる。Kα線は電子と

原子の衝突によって発生する X 線であるので、電子伝導計測に適してい

る。この Kα線発光と高空間分解 X 線結像素子位相型ゾーンプレート

(PZP)を組み合わせ、高空間分解のターゲット裏面発光計測を行った。

この位相型ゾーンプレートの空間分解能は 2.2 µm である[3]。取得した

裏面 Kα発光像から、構造の有無・大きさ・強度との関係について解析

を行った。 
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